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攣光星の新しい出版物
　　　　　　　　　　　　　山　本　一　清
　永く，毎年一回づっ憂光星の総目録がMツの　Astronomische　Gesell－
schaftの四季報（Vierteliahrsschrift）に嚢行されてるナこが，それが1925年きり
で慶止εなり，其の代りく：一ルリン天文肇の・「小型出版物」（K：leinere　Verδffe－
nt］ichungen　der　Universitatssternwarte　zu　Berlin－Babelsberg）の第1號に新し
い1927年度の憂光星目録（Katalog　und　Ephemeriden　Veranderlicher　Sterne）
が出版され九ミいふこミは，「天界」第73號の第130頁に記した．ミころが
去る8月4日，自分は上記のKleinere　VerδffentliclユuDgenの第2號εいふの
を，同じ著者R．Prager氏から贈られた．こんさの表題は「攣光星の名樗
に關する種々の表」（Tabellen　zur　Nomenklatur　der　Veranderlichen　Steme）
εいふのであって，中には，緒言の外に，八種類の表が掲げてある．
第1表は，1926年末までに確認せられた総ての憂光星の照合表（ldentifizi－
　erun9）であって，各々の攣光星につき，其のA．N．誌獲見番號（例へば
　「天界」第73號第131頁の最下部にあるもの），其のノ、一ゾード番號H．V．
　（「天界」第73號第126頁の下孕），種々のDurchmustemm］g（帥ち，ボン調
　査BD．，コルドバ調査Co．　D．，ケープ窮眞調査C．P．D．，ヘンリ・ドレーーパ
　一目録HD．C．）の番號，其の命名表（Benennungs工iste）を載せてみる
　Astronomische　Nachrichten誌の巻激（「天界」第73號の第129頁参照），19
　18－22年にA．G．協會から出版しt「憂光星の來歴S文献」（Geschichte
　und　Literatur　des　Lichtwechsels）の記載順番を，一目して分るやうに掲
　けてるる．謙れは各々の星座について別々に作られてある．
次ぎの第Ia表は命名表（Benennungsliste）の一一覧表であって，偶然ながら
　「天界」第70號の第129頁のものS同じものである．
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第II表はA．N．誌に出ナこ暫定符號（「天界」第70號の最下の部に論明して
　あるもの）の表であって，1900年の初め以來，此の娘宿を附けられたもの
　及び其の中で永久的なアルグランダー名を附せられたものを表示してゐ
　る．
次ぎの第Ila表は，上記のハーブード前審の記載してあるA．N．誌の巻
　撒の一覧表である．
第1肛表は，ノ、一一ブード番號（H．V．）εアルゲランダ一名εの比較封照表
　である．H．V．3984までに至る．
次ぎの纂IIIa表は，上記の・・一ブード番號（H．V．）の記載してあるハーヅ
　ード天文毫出版物の一覧表である・
第1V表は，アルグラングー名を與へられて，かつて一度は攣光星だミ思
　はれkけれさ，其の後，憂光しないこNSが判明したり，又は憂光が疑は
　しくて，上記の第1表乃至第III表の中に含まれてみないものの一覧表
　である．星の総敷27個，EPち下の通りである・
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　しかし此等の星の多藪は爾今後よく研究する必要がある．
第V表は，アルゲラングー式の名ミアンドレ・ナィランド式の名sの比較
　表であって，つまり，「天界」第70號第128頁の下部に説明しナこ可塑を表
　にしナこものに過ぎない．
要するに，此等の多くは「天界」第70號に自分が解説したいろんな事項を表
にしたやうなものばかりであって，實際研究家には常に座右から離されな
いものばかりである．
　ちなみに，Kleinere　Ver6ffentlichungenはベルリン市のFerdinancl　D（lm－
mler書店から出版されてるるものであるが，出格不明．
